
土地造成整備事業の資金収支見通し等

◎ 　資　金　収　支　見　通　し

             （単位：億円）

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度
Ｈ２２～２４
年度の計

【収入】 ２４６ ２５９ ３７６ ８８１ ７５７ (２５２)

　分譲・賃貸収入 注１） １４７ １７７ １５８ ４８２ ７２７ (２４２)

　　　　　＜うち分譲収入＞ ＜１０９＞ ＜１３２＞ ＜１２５＞ ＜３６６＞ ６１９ (２０６)

　その他 注２） ９９ ８２ ２１９ ４００ ３０ (  １０)

【支出】 ３９７ ４３０ ３３３ １,１６０ ５６３ (１８８)

　経常的経費 ２０８ ２６５ １７４ ６４７ ４８１ (１６０)

　　人件費・物件費 ６３ ４８ ４６ １５７ ８６ (  ２９)

　　企業債元利償還金 １１０ １８６ ９７ ３９３ １１９ (  ４０)

　　負担金 注３） ３５ ３１ ３０ ９６ ２７６ (  ９２)

　投資的経費 注４） １６３ １５４ １４７ ４６４ ６２ (  ２１)

　その他 注５） ２６ １１ １２ ４９ ２１ (    ７)

収支差 △ １５２ △ １７１ ４４ △ ２７９ １９４ (  ６５)

（企業債残高） (３８８) (２０８) (１１４)           ―

（保有資金） (２６３) (９２) (１３６)           ―

注１）　収入欄の「分譲・賃貸収入」とは、分譲代金、賃貸料、権利金による収入をいいます。
注２）　収入欄の「その他」とは、他の会計への貸付金の返済による収入などをいいます。

注３）　支出欄の「負担金」とは、市町村への公益施設負担金などをいいます。
注４）　支出欄の「投資的経費」とは、分譲土地に係る造成費用、道路、緑地などの公共施設
　　　の整備費用などをいいます。
注５）　支出欄の「その他」とは、所在市町村交付金などをいいます。
注６）　端数処理の関係で、合計値が合わないところがあります。

   　２７年度末   （０）         （４９１）

　　公共施設の整備等について、誠実にこれを履行していき、県としての責務を全うしつつ、

  ○　平成２２年度から２４年度までの３年間で、分譲・賃貸収入は４８２億円と見込んでいま

Ｈ２５～２７年度
【 （　）内は年平均 】

　　すが、このうち賃貸収入は１１６億円程度と考えており、分譲収入は３６６億円を目標とし

　　　金１０３億円が含まれていますが、返済の年度割りについては今後協議します。

  　 ２７年度末 （３３０）

　　　このうち、Ｈ２４年度の２１９億円には、一般会計への貸付金（旧県営鉄道関係）の返還

         （４１４）

          １８

 　　＜７２＞

          ６６

          ８３

          ４４

      △ ７６

　○　土地造成整備事業においては、今後、市町村等との協定に基づく負担金の支払いや、

　　平成２４年度末の事業収束を目指します。

        ２５７

          ４７

        １７３

        １８１

        １１６

　　ています。

Ｈ２１年度

        　６５



◎　主な資産・負債の将来見込み

　　　　（単位：億円）

【資産】

　保有資金

　貸付金 注１）               ４５９               １３９               　８８

　基金、出資金 注２）               １０３               １０３               １０３

　保有土地 注３）　注４）          ４，２４９           ３，４０６           ２，５９６

　　（保有土地面積／ｈａ）             （１，１１３）                 （７８５）                 （６３０）

　　　（うち未処分土地面積／ｈａ）                 （９４９）                 （５８９）                 （４１２）

　　　（うち貸付土地面積／ｈａ）                 （１６５）                 （１９６）                 （２１８）

【負債】    　　　１，５４６               ６０９               １５７

　企業債残高               ４９１               １１４                   ０

　負担金見込額 注５）               ４９４               ４３４               １５７

  投資的経費見込額 注６）               ５６１                 ６１                   ０

注１）　資産欄の「貸付金」とは、一般会計への貸付金、分譲代金未収分をいいます。
注２）　資産欄の「基金、出資金」とは、臨海地域公共緑地管理基金、関連民間企業
　　　への出資金をいいます。

　　　路などの公共施設を整備するための費用などの将来支出見込額をいいます。

　　　出見込額などをいいます。

　　　村等に無償で譲渡される部分が含まれています。
注５）　負債欄の「負担金見込額」とは、市町村に対する公益施設負担金の将来支

注６）　負債欄の「投資的経費見込額」とは、分譲用土地の造成に要する費用、道

注７）　端数処理の関係で、合計値が合わないところがあります。

   　　  ５，２２５ 　　          ３，７８４           ３，１１７

              ４１４               １３６

注３）　資産欄の「保有土地」には、配管送電線用地を含んでいません。
注４）　「保有土地」には、おって造成により道路や緑地などの公共施設となり、市町

              ３３０

　○　主な資産と負債を比較すると、いずれの年度も資産の方が多くなって

　○　今後も、保有土地の処分促進に積極的に取り組み、まず収入をしっか

 　　費などの費用に充てていきます。

　 　います。しかしながら、保有資金残高と企業債残高を見ると、状況は厳

 　　り確保する必要があります。その上で、その収入を負担金、投資的経

　 　しいものがあります。

Ｈ２１年度末の主な
資産・負債状況

Ｈ２４年度末の主な
資産・負債状況

（想定）

Ｈ２７年度末の主な
資産・負債状況

（想定）
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